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1 . は じめ に
こ の 稿は, 1984年8月にお ける 二十 一 世妃教育の 会研究会 rい まオ ー プ ン 学習の 時代J
り
および 1984年 12月の 日本計画行政学会全国大会
2Iに おける発表稿 レ ジ メj をもとにして
書き足したもの であるo
わ れわれは, 情報化社会に突入した現在, 二 十
一 世紀 の国際社会に生きて い く今の 子供
達に対し, 教 師が教え導びく方法以上に子供が自から問題を探り , 解き明かして い く能力
を身に つ けさせ て いく事 の方がより重要だ, と の 認識に基 い て研究を行 っ た o 従 っ て, 千
供を マ ス として扱かうこ とを徹底的に排除し, 一 人 一 人 の 学習進度 . 資質に合わせ た教育
の研究開発をは じめ , 教育に関わるあらゆる実践上, 行政上の 問題を自問しつ つ , 入善町
立上青小学校の 設計にあた っ たの である o
2 . 研究 の 目的
本研究は, 上原. 青木両小学校が 1983年度に合併統合される の に先立 っ て行なわれたも
の である . 研 究は, 役場職員を中心にした入善町教育環境研究会を母体 に教師チ
ー ム を編
成し, 住民の参加や , わ れわれ各 々 の専門家の コ ミ ッ トの もと に行なわれ た o 研究期間は,
1980年6月か ら12月まで の 7 ケ月間であ っ たo
研 究の 目的は, 短期間に は 二十 一 世紀に向けて小学校教育と施設の 在り方, そして行政
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の 在り方を探る こ とにあり, 長期的には, 入善町の教育を多面的に考えなが ら入善町独 自
の教育文化を築きあげて い くため の 契機とし, ひ い て は入善町全体の生活文化を考えて い
くため の 一 助 にしようとしたもの である o
か っ て の 計画の仕方の殆ん どは, 行政と教師, 行政と住民 行政と設計者との 間で個々
ば らばらに進められ てきたo その 結果, 全体と しては不明瞭なために実情にそ ぐわな い 施
設が数多く見受けられる o それは, その殆ん どが関係者の 研究学習態度, 計画の進め方に
起因して い るよう に思われる の であるo
本来, 施設 の 計画は, 教育的要求に基づ い て行なわ なければなら な い o また , そ の 教育
は, 町全体の 教育文化 の 関係の 中か ら構築される必要がある3,o そ の ため には, 教育的要求
とは い かなるもの かを先ず見定める必要がある o そ れは子供に影響を及 ぼすもの 全て であ
るo かJキ ュ ラ ム や施設は勿論の こ と, 自然環境や社会環境, 教師や父母, 子供自身の資
質や考え方, ひ い て は行政の 在り方までもがそ の 対象とな っ てくるo
参加者はその考え方に基本的に合意するこ とができたo
個 々 の研究や, 問題解決の ため の 努力は今までにもそれぞれ の 機関などで行なわれ て き
て い るo しか し, 今 日より重要なことは, 個 々 の研究や 問題解決は さらに進めながらも,
同時に, それらの研究や問題とは別の 問題などと の相互関係における間 鳳在を探り, 構造
的に解明 して科学性を持たせ る こ とにあるo 解明 の ため の 基本的態度は , 現実をありの ま
まに直視して いく こ と以外にはな い o その為には, 子供 に影響を及ぼすと考えられるもの
を総合的に見通す作業が必要であり, さらにはそれ ら の全て の デ ー タ化が大前提と なる o
こ の こ とは必然的に拡散化現象を起こ し, 教育環境を越えて, 町全体の生活文化の 問題に
まで発展しようo こ こ に至 っ て始めてある程度の教育文化の構造的把握が可能となるo 何
故なら, 教師と子供と父 戦 かノキ ュ ラム と施設, 交通問題と遊び 執 教育文化と予算な
ど, あらゆる問題デ ー タ がそ こ には揃 っ て い る からである o こ こ で, ある程度と い う の は,
こ れらの 問題が 自治体 と国と の関係の ように, さらに広がりを見せ るだ ろうこ とが容易に
推察で きるからに他ならな い o また, 個 々 の 問題の 相互は , 優劣 . 大小とは無関係 に, 級
合的に扱かわなければならな い o
構造的把握が可能とな っ たデ ー タ により始め て, 我 々 は真 の 問題解決に向けて 一 歩踏 み
出すこと が可能とな っ た の である .
こ の研究の 最大の 意義は, 目的達成の ため には , 関係の ある全て の 事柄の相互関係を構
造的に把握する こ とが前提となる と いう今日的な視点を持 っ て, 実践的に行動を展開して
い く こ とにある o それは, 研究会の 在り方 . 方法などを自から研究して い く こ と とも関連
してお り, 町づくり の重要な基本原則でもあ っ たo
学校 とは, 適切な環境を与えて児童生徒の 心身の 発展を助長させる こ とがそ の 目的とさ
れて い る が, そ こ で い う環境と は, 教師を中心とした人的環境と, 建築を中心とした物理
的環境と に分 けられ, こ れ らは互に, 相関関係にあ っ て総合され て学校環境を形成する o
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従っ て, 建築 . 設備は単に教育を行なう場所でなく学校教育の 意図をこれらに託し, それ
自体に子供達 の心身の発達を助長させる要因, 雰囲気を持たせるよう配慮きれて い なけれ
ばならな い o
しか し, 現状 の 学校建築を見ると決してそうした条件を満足するもの で はなく, む しろ
教育の 中味と全く違う観点か ら考えられ て建築されて い るような画さえあるo
地域社会の文化的中心の役割を持 っ た明治 . 大正期 の木造校舎が耐久性のある鉄筋 コ ン
クリ ー ト造に置き変 っ た事は, 大きな変化であ っ た. しか し, こ れ は物理的変化であ っ て ,
木造時代の標準的な校舎平面 が鉄筋 コ ン クリ
ー ト造に置き換えられた 多くの 状況を見れ
ば, 教育 の 内容に対応する建築の機能は基本的には変化しなか っ たと見る ことができるo
計画 . 建設者から見た従来の学校建築は, 他 の建築物に比 べ て, こ れ程味気 か -もの はな
い と い う の が 一 般的見方で あ っ た . しか し, こ れ には幾 つ か の 理由が現実的にはあ っ たよ
うであるo
1947年 , 教育基本法が制定され たその 頃, 文部省から学校建設に当 っ て モデ ルプ ラ ン が
作成された o それは必ずしもそうしなさ い と言う限定され たもの ではなか っ た にも関わ ら
ず, 次第に全国に波及し, 定着して い っ た の である o これが現在もなお続 い て い る4間 X
5間の普通教室群, 特別教育群に廊下を添わせ た い わゆる片廊下形式の 学校であるo
近年もひ きつ づ い て木造校舎が鉄筋 コ ン クリ ー トの校舎に生まれ変わり つ つあるが, し
かし, こ の基本的な平面形に変わる こ とがな い o こ れ には特に理由が見当たらな い o そ の
時点で現場教師の 方からも,行政当局の 方からも特に問題が提起されなか っ た からであるo
と い う こ とは, 設計者が新た に 学校を設計するにあたり, 特に新しい デ
ー タが与えられな
か っ た こ とになる o と は言うもの の , 先程も述 べ たように学校建築程味気ない もの はな い
と いう思 い は, 設計者であれば恐らく誰しもが抱 い て い たに違 い な い o 多く の設計者が そ
の 時点で自問自答し, 新し い ス タイ ル に チ ャ レ ン ジ しようと試み た ことであろうo し かし,
私立 の 学校ならまだしも, 公立 では現実に乗り越えなければならな い 問題が数多くあり,
一 つ 一 つ が非常に大きな障壁に な っ て い る こ とは間違 い な い . まして, 設計者に新し い 教
育に関するデ ー タが現場教師から一提示きれな い 以上 従来の 木造校舎を鉄筋イヒする だ けで
何ら平面に変化がなか っ た の は無理からぬ ことだ っ た の であろう o
事象 我 々 が学校の設計をするにあたり, r どの ような学校にした い の ですか .J と尋ね
ると, 大半 の教師からは採光を充分に 採り入れ,t 危険性がなく, また掃除がしやす い と い っ
た ような実に味気な い 答えが返 っ てくる o 我 々 が知り た い の は,.その ような ことも大切 で
あるが, む しろあなた方は どの様な教育方法を持ち, どの ような授業を展開しようとされ
るの か と い う ことが先ず知りたか っ た の であるo
今 日, 教育と これを支える物理的環境としての学校建築も徐 々 に ではあるが変わり つ つ
あり, また, 変 わらぎるを得な い 多く の 条件 . 要素が急速に蓄積されてきて い るo
学校教育は, 従来 の 一 斉学習中心から 一 人 一 人の 子供 の能力を最大限に引き出すグル
ー
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プ別 , 個別学習に重点が移行 しつ つ あり, こ うした教育方法の 変化に, 建築が ど のように
対応するかが今後の 学校建築の 重要なポイ ン トとなる と考えた4,o
3 . 研究の 推移
仙 設計の あり方
一 般 に施設作りは, 企画 一 基本計画 一 基本設計 一 美施設計 - 工事監理 の 手順で進められ
るが, こ れまで の建設プ ロ セ ス上 の 問題として厳しく指摘されなくて はならな い 共通の問
題点は, 企画から基本設計と い う段階が全くと い っ てよ い 程 欠落して い る こ と であるo 十
分検討された設計条件を与えず設計を委ねるような容易な方法では, 目標達成は望む べ き
もなく, 十 分調査し聴取し, そ して討論しあ い , 全体から部分 に い たるまで新し い 空間を
創造すると いう施設計画の あり方をたださねばならな い o
小学校の建設を考える時, 我 々 の 立場で いくら教育の原点に立 っ て考 えよう としても,
それは学校の実態を知らな い観念論にすぎ か - としてなか なか受 け入れ られな い も の であ
るo しか し, 今日程人間と して, 又 , プ ラ ン ナ ー の 職能として の 危機を感じた こ との ない
我 々 にと っ て, せ めて J 嘩 校建築の 設計を通して教育の 本質を叫び , 建築にその 本来ある
べ き姿を取り戻そう と考えるの は必然である o
学校建築 は従来, 形が 一 定して おり, 意匠, 構造も特別に考えるこ ともな い . い わ ば誰
もが辛が ける こ と の できる事項な建築と考えられが ちで, その 設計も容易に行なわれてき
た o しかし, 最もむずか し い建築が住居であるように , 学校を人格形成の 直接的に影響す
る建築と意識する ならば, 学校建築ほ ど人間として責任を負わなければ ならな い建築はな
い o 従 っ て学校建築 の 設計は, 豊かな経験と人間を哲学し人生を考える教育者としての 設
計者によらねば本当の 環境を創造するこ とはできな い の かも知れ な い .
亡2J 教育環境研究会
上青小学校の 計画に際しても, 現在学校建築 が置かれ て い る劣悪な状況を見る に つ け,
なんとかせ ねばと い う心 のあせりがあり, 対応に苦慮して い た o
当時我々 のある着た ちは, 保育所研究から発展させた教育施設研究会を作り , ライ フ ワ ー
ク として の 教育施設問題を体系的に調査して い た時でもあり , 日 頃から社会ス ト ッ クとし
て の建築の ありか たや , そ の 中で設計者の はたす べ き役割等に つ い て話し合 っ て い た o 上
青小学校の 企画 . 設計 の 段階では, 町 の理解も得られ, 役場チ ー ム , 教師チ ー ム , 建築家
チ ー ム か ら成る入善町教育環境研究会が発足し, 住民参加による小学校研究がス タ ー トし
た の である5Jo それ には 二十 一 世妃教育の 会からの教育に関する指導と参加協力もあ っ たo
住民参加は単に流行 にの っ たも の でもなければ, 建築 の ため の情報提供者と
■
して扱 っ た
の でもな い o あ らゆる計画がうるお い の ある町づ くり の 一 点 に集中される べ きであると考
える我々 にと っ て , 住民参加とは住民自身の ため の 市民自治の 確立 の ためであり, また ,
その事 が新し い 時代の建築を保証してくれると考えたか らである .
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研究会が究極の 目的にした の は, 前に ふ れたようにr入善町に根 ざした教育環境を築くJ
と いう事であり, 問題の 大きさからして , 研究は本質的にはお わりの な い もの になり, 時
間の 制約上関係者との 意見の調整が不完全なまま基本計画に 入ら ぎるを得なか っ たo それ
でも大量の デ ー タが収集できた o 住民 の ア ン ケ ー ト, ヒ ア リ ン グ, 二 十 一 世妃教育の 会 .
亀 田佳子先生や, ア メリカ . ノ
ー ス テキサ ス 大学の B . E . シ ュ ミ ッ ト教授など の講演や
教師との 懇談会, 先進類似施設の視察 . 町内の 関連施設の 利用状況, 研究会メ ン バ
ー の 協
議などの 幅広 い活動により多くの成果があ っ たo
こ れまで に体験した こ と の な い 異種業種との体験的実践は, それぞれ, 考え方 . 方法論
が違うため至ると こ ろで とまど い があり, コ ン セ ン サ ス を得るためには時間を必要とした
が, 教育環境研究会の考え方は, 基本的には, 受け入れられたの であるo 事前調査の 必要
性は各方面で叫ばれ て い るが, い ろ い ろな理由で省略される ことが多 い o あ っ てもそれは,
ビ ッ クプ ロ ジ ェ クトに限られ ており, そ こ には学識経験者と呼ばれる人たちが中心人物と
して登場してくる o そ の 点今度の 場合, 地元 の 生活者を中心 にテ
ー マ が編制され, ス ケ
ジ ュ
ー ル が組まれた こ とは意義深 い o それだけに思 い がけな い トラブ ルも当然予想された
であろうが, われわれの後楯 にな っ て静かに成り行きを見守 っ た町の姿勢には, 新し い 町
づくりの萌芽 くほうがl を感 じるの である o
く31 ア メ リカ の教育
上青小学校 の建設調査の 中で, 我々 はア メ リカ の教育事情を視察する ことにな っ たo 相
山と石塚の 両人が, 当時ウィス コ ン シ ン 大学に フ ル ブライト中の国立教育研究所の加藤幸
次教授の 通訳と案内により, 4都市10校にわた っ て視察したの であるo いずれも広大な敷
地に恵まれた環境の 中に, 完全空調設備の学校建築をなし, 何よりも教材の 質
. 量 . 施設
設備など教育環境が圧倒的に充実しており, その 中で選択学習をする子供達の 生き生きと
した表情が印象的であ っ た o
こ の 国の 教育機構は , 各州にある教育庁が白州の 教育に つ い て の 水準や規則を定め てお
り, その 範囲の 中で各市町村の教育委具合が独自に自由な規則や権限を執行して い るo こ
の こ とは, 教育と い うもの が元来, そ の コ ミ ュ ニ ティ の 必要と要求に応じてサ
ー ビ スする
機関であり, その コ ミ ュ ニ テ ィ の単位によ っ て自分 の教育を決める べ きだと言う基本原則
をア メリカ全体が も っ て い るか らだと考えられる o
こ の 国は, 名固から の移民によ っ て構成されており, 多種多様な文化背景の 異 っ た 国の
子孫を含んで い る関係上, それぞれ の 人種, 文化, 宗教に応じた教育の 必要性が現在の 柔
軟な教育制度を つくりあげた最大の 理由だと考えられる o 考え方が型 にはまらず, 問題を
解く方法を知る こ とが知識の 蓄積よりも大切 であると の考え方が
一 般的であり, 子供は正
しく推論し, 十分調 べ る こ とを教えられれば, これ か ら の 人生に 必要なことは何でも見 つ
け出せ るとア メ リカ人は信 じて い るo
また , 子供達の 親は, 学校と の 関わり合 い が非常に強く, 教科課程 , 予算
一 給料 . 学校
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設備などに つ い て話し合うため定期的に話し合 い を持 っ て い るo さ ら に母親たちは, ボ ラ
ン テ ィ ア で授業や 放課後の 活動に積極的に参加し, 学習や教材作りの 手助けをする o 教師
の 監督の 下に, 定期的に時間をさ い てク ラス で遅れて い る子 と 一 緒に勉強して い る母親も
い た o
子供 の 幸せ の ため に家庭と学校の両方の 教育, しつ けに最大限の努力が なされており,
可能性の ある能力を最大限に引き出し, 一 人 一 人 に市民として社会人として の意識を持た
せようとする ア メ リカ教育の根本を学んだ の は 多くの参考とな っ たo こ れ に つ い ても, 刺
の機会に改め て稿をまとめる予定である .
4 . 研究の 成果お よ び小括
上菅,Jl学校は, 現在 の 教育方法にも, ある い はオ ー プ ン エ デ ュ ケ ー シ ョ ン にも対応でき
仁写真1コ 入善町立 上背小 学校の 校舎全景
亡図1コ 入善町立 上 背小 学校の 平面図
る校舎として設計され て い るE図1コo オ ー プ ン ス ク ー ル を決して目新しさを打ち出して取
り入れようと考えた の ではな い o 十 分 に状況を認識し, 教育の ある べ き姿をもたな い 限り
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オ ー プ ン 化はできな い と考える .
子供達が 人間形成の 重要な時期を過す学校施設としての教育環境が い かにある べ きかを
今日的視点でとらえた時, そ れは , 上青小学校の校舎ス タイ ル 亡写真1コ に , 作り上げら
亡表 Ij 上背小学校の 建 設経費お よ び施設概要
構造 . 規模 校 舎 鉄筋 コ ン ク リ ー ト造2 階建 4,861m 2
給食室 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造平屋建 153m2 計 5,503m 2
食 堂 鉄筋 コ ン ク リ ー ト造平屋建 489m 2
体育鋸 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造平屋建 1,024m2
工 期 校 舎 棟 着 工 昭 和56年 9月 3日 完 成 昭和57 年10 月30日
体育館棟 着 工 昭和58年 6月14日 完 成 昭和58年12 月10日
事 業 費 建 築 費
外構及附帯工事費
用 地 購 入 費
校 舎
給 食 室 914.900 千円
食 堂
体 育 館 176.200千円
グラ ン ド造成 41,630千円
外 構 48,939千円
附 帯 6,85千 円
139,556 千 円
設 計 費 24,180 千 円
計 1,35写,260千円
E写真2コ 低学年 く1 - 2 利 教室前 の オ ー プ ン ス ペ
ー ス
れ た o 同校は 1983年の 4月開校したが, 今後は, 教師達がそ の校舎を便 っ て実践を行な っ
て い き, きた る べ き次の 学校の 開校には多くの デ ー タ が揃う ことになろう
6J
o
省りみ ると, 明治初期, 近代的な学校制度が欧米から導入された時代には, 当時の 関係
者は , 今 日 で は信じられ な い 程 の情熱を注ぎ込んで学校を作りあげて い るo 我々 の とりく
んだ上青小学校も E表 1コ の ように巨額の 財力を投入されて い る o それは, ま っ た く容易
にで き上 っ たもの で はなく, 数 々 の 関係者の 意見がまとめあげられ , こ れまで の 施設づく
りと違 っ た手続きを経て生まれ た rしあわせ な建築J である o
さて, 我々 が rオ ー プ ン ス ペ ー ス J と い う晩 従来の 方式を克服した概念を包含し つ つ ,
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さらに多様性を保障するもの と理解した い o .
今日学校を設計する晩 0 一 般的学習ス ペ ー ス 博 通教劃 el音楽室などの特別教室,
CSl小会議室などの クワ イ エ ッ ト ル ー ム6lワ ー ク ス ペ ー スGl多目的利用 の オ ー プ ン ス ペ ー ス
な どが必要である o こ こ で視点を変えて, 学校全体をオ ー プ ン ス ペ ー ス として捉え直して
み たらどうだ ろう o そうする と今迄拠点として位置付けられ て い た普通教室は, む しろ,
特別教室として捉えられ てくる7Io 一 斉 授業も単に 一 つ の 授業 ス タイ ル にすぎなくな っ て
くる o 色 々 あ っ て良 い と思われ る の だ o オ ー プ ン ス ペ ー ス は, 従来 の 片廊下形式の場合の
廊下の 面積が全面積の 3割程をしめ て い る こ とか ら, 従来 の予算や面積の 枠内であ っ ても
工夫によ っ ては, そ の 一 部を割愛する こと によ っ てオ ー プ ン ス ペ ー ス とする こ とができる
r写真3コ 中学年く3 - 4 村 数室前の
オ ー プ ン ス ペ ー ス を使 っ た 図エ の 授莱
と判 っ たo 上青 J lの 場合も, それほ どに割高と は必ずしも言えな い の であるo
上 割 嘩 枚の調査 は, 半ば運動として展開せ ざるを得なか っ たo 調査の 意味した こ とは
複合的で, 一 言 で言 い切 る こ とは難し い が, おそらくそれは, 参加者それ ぞれ の心の 中に
余韻として残 っ て い るに違 い な い o
住宅を含む い か なる建物も, そ の狙 い とすると こ ろを時間をか けて住民に明確にしてお
く ことは非常に重要なこ とである o さらにはその運営の 方法を計画し, 周囲に対しても配
置しておくこ とが, 建築が建築として成り立ち得る最小限の 条件であろう81o それ は, 具体
的な表情と な っ て追行く人に町並みと して の感銘を与える . 逆に言えば, 今見られる町並
み は, 過去にお い て人間が どの ような手続きを踏ん できたかを暗示 して い る の であるo わ
れわれも, 次の 時代の 町並みを築 い て い るであろう生活者として , 絶えず気を配るこ とを
お こた っ て はならな い の で ある o
なお, こ の研究にあた っ て は, 文中 の方 々 の 働 こ, 新 旧入善町長両氏の 力添えは じめ,
役場 ス タ ッ 7 や小島覚 . 中藤康俊 . 阿原稔 . 田中節男各氏の 調査協力を得て い るo また ,
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日本計画行政学会中部支部か らは, 研究助成の 対象に も選ばれ たo 関係者各位に謝する次
第である o くおわりI
注お よ び解説
11 相山 . 石塚 r富山県入善町 立 上青小 学校の 設計J, 21 世紀教育の 会主催研修会,
Fい ま オ ー プ ン学 習 の 時
代A, 1984. 8
21 石塚 . 相山 . 種 木 r住民参加に よ るノJ 嘩校建設一上菅小学校 く富山県人蓉町1 の 事例研究か ら
-
J,
F日
本計画行政学金策7 回全国大会発表予稿集止, 1984. 12
31 か つ て か ら r地域性に つ い て どう考え るかJ と い う 問題 に つ い て窮し た こ とが よく あ っ たo 仕事 掛 研
究上よく優 っ て い る言葉で は ある が, 改め て 問われ て み る と なか な かの 牡問 であるo 多雪 地 帯である とか
風景 に マ ッ チ させ る と いう こ と ぐら い はす ぐに でも 思い つ く の で あ る が, その よう な配 慮を も っ て だ け
で は地 域 性が あると は言 えま い o それ は 開発 と設計者の 論理 であ っ て, ユ
ー ザ ー の 論理 と は, しば し ばか
け離れ たと こ ろ にある. その 場 合には , 双方が 時間をか け て歩み 寄る こ と が必要に なるo
だ が地 域性 と い うもの には お よ そ縁 遠 い と思わ れ るもの に学校建設が あるo どち らの 論理 か ら も置き
去 りに され た 今や, 最も時代遅 れ の 建築で あろうo 全国どこ を歩 い てみ てもそう変わりば え の しな い こ の
種 の 建物 が なぜ に そうなの か o こ の 現象を い つ も不思議に感じて い たの で ある. そうせ ざるを得な い 法で
もある の か と調 べ て みた の であ るが 見当た ら な か っ たo と すれ ば 直接にか か わ り を持つ 地 元 の 人 た ちの
手によ っ て自由 に扱われ て もよ い は ずであ るo
4I 脳 の 発 達段 階 に知的発達段 階 と い う の があ るp 人 間は生 ま れ て か ら 10カ月 間程 の 感覚の 段 階を経 た
後, ニ 十 歳位 まで に前操作, 具体操作, 形 式操作と い う過 程を経なが ら成長し て い く もの ら し い が, こ れ
には , 大変な個 人差がある の だ とも い うo 例 えば , 新聞が理解 でき る ようになる形 式操作の 段階で は, 早
い 子 どもでは 十 - 歳 には, ま た遅 い 子 どもの 場合に は十 七 歳位に な ら ない と到達しな い らしい o こう なる
と現 在の 一 斉授業と い うの は, 同 じ年齢の 者 どう しで群を作 っ て 授業 を受 けて い るの で あるが , 逆に言 え
ば その よう に無理 失理 受け させ られ て い ると い っ た方が当た っ て い るの かもしれ な い o と こ ろで, 最近 に
ゎ か に オ ー プ ン ス ペ ー ス を採 り 入れ た 学校が建設さ れ るよ う に な っ たo そ こ で は
一 斉授業か ら能力別授
業 - と重心 を移 動 きせ て い こ う と い う動 きも見ら れる o そ こ に は 日 本全国, 世 界 各国との 交流を重 ね る な
ど, 地道で しか も実践 的 な努力を積 み 重ね て い る
r二 十 一 世 妃教育の 会Jの 存在が契機 にな っ て い るこ と
を見過 す訳 に は い か な い o 二 十
一 世 紀の 国際社会に, 中核的な存在 と して 日 本を背負 っ て い か なけれ ば な
ら な い 現在の 小学生を, 教え導 い て い る 今の 教育方法を今
一 度問い 直し, グロ ー バ ル な視野 を待 っ た 人
間に育て て い か なけれ ば な らな い と い う こ と が急務である, と い う判断がそ こ に あるo
一 人の 教 師が 教壇 に立 ち, 45 人の 生徒が それ を聞 い て学ぶ と い う
一 方通行の 今 の 授業で は, こ の 多様
化 . 情酎ヒの 社会 にあ っ て は, 教 える 教師 の 方に先ず限 界が 出るだ ろう し,
一 方の 生徒は 絶 えず受動的で,
準備され た枠内で しか行動 し な い であ ろう. それ よ りも生徒自ら問題 を探 り出し, あ らゆ る方法で解明 し
て い くような能動的な 人間に 育て あげ る こ との 方がよ り重 要だ と思うo
51 それ ぞれ の 専門を通し なが らもネ ッ ト ワ ー クと し て考え て い こ うと い うも の で あるo 過去 に こ の よ う
な場が 設定 され る こ と が なか っ た こ とや , 双 方にと っ て 相手が 異業種 と なる ため か共 通言語 が少 なく , 当
初はと ま ど い もあ っ た. そ れ で も教師チ ー ム は 自ら の指導方法や 父母 との 在り方を問 い 直L, 行政 チ
ー ム
は 父母 に 対するア ン ケ ー トや ヒ ア リ ン グを行 い , ま た行政 の 在り方 を問 い 直すな ど精 力的 な活 動 が展開
さ れ た. rなぜ 学校で歯み が きの し つ けをする必 要が ある の かJ 咽 ちこ ぼ し なの か落 ちこ ぼ れ なの かJ 博
校の 大部分 は 公民館と して も 利周 でき る の で は な い かJ
rア メ リカ で は個別指導が中心 なの に 日 本で は な
ぜ 一 斉指導 なの か,r農地 を壊 して どの よう な影響 が出るの かJo わ れ われ は混 と んと すれ ば する ほ どよ
い
と思 っ たもの で あ る. 何 か が変 わる は ずであるo 少 し 考え方が 整 理 され か けた こ ろで あるo
r
その よ う な
学校は学校 では な い J と の - 町 民 の 強硬 な反対意見に出合 い ,
r入善 もかJ と全員 一 時 は絶 望 感も漂 っ た
の である が, その 町 民自ら の 学習 で 次 第に態度を軟化させ , 最後 には , 逆 に よ き理 解者と な っ てく れ た こ
と は幸 い で あ っ たo
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6J 上 割 嘩校の 校舎 は, 教皇, ワ ー ク ス ペ ー ス , 学習セ ン タ ー , 特別教象 教師コ ー ナ ー をひ と つ の セ ッ
トと して組み 合わせ た もの o 従来の - - モ ニ カ型 の 校 舎に は な い 子供 同士や 子供と 先生と の 触れ合 い , グ
ル ー プ 別学習 や個別学習 に最重点を置 い た 設計で あるo 従来の 校舎に 慣れ た教師も, 新 し い 校舎の 活用 に
戸 熟 - なが らも, 先進地 の 学校視察 に出か け る な ど, 教育方法の 改善 に積極的に取り組ん で お ら れ るo 文
部省も,1984年度 か ら オ ー プ ン ス ペ ー ス 校舎 の 必要性を認 め建設費の 補助 に踏み切 っ た o我 々 の 苦労も少
しづ つ 報わ れ た感 じで あるo
71 上削 噸舎 の 特徴は t 子供 同士 の 触れ合 い を考え ると 平屋建 てが最適 であ る が, - 部二 階建て にな っ て
い るo 廊下 をなくし, ワ ー ク ス ペ ー ス と して広 い 空間を取り, 先生 が い つ も子供 た ちと接触できる ような
コ ー ナ ー を各所に 設け, 校舎 の 中心 に は学習セ ン タ ー を置 い たo ワ ー ク ス ペ ー ス は グ ル - プ 学習, 個別学
習 の 場に, 学習セ ン タ ー は子 供た ち が絵を描く な ど好きなこ と が で き るよう にした わ け であるく持其3コ
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